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【手続補正書】
【提出日】平成26年9月24日(2014.9.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　作品に対する所有権を決定するための、コンピュータによって実行される方法であって
、
　前記コンピュータにより、サウンド記録をデジタル方式で表すオーディオクリップでな
る入力メディアファイルを受信することと、
　前記コンピュータにより、前記オーディオクリップ内で複数回にわたり該オーディオク
リップ内の複数の主要な楽音を抽出するために該オーディオクリップを処理することと、
ここで前記抽出された楽音は音階中の音に対応付けられ、
　前記コンピュータにより、前記オーディオクリップから抽出された複数の主要な楽音の
うち連続する楽音間のピッチ音程を決定することと、
　前記コンピュータにより、一連の前記ピッチ音程から前記オーディオクリップの入力メ
ロディ指紋を生成することと、ここで、前記入力メロディ指紋は、前記オーディオクリッ
プで具現化されている第１の作品のメロディを表し、かつ、該メロディ指紋は、前記作品
の演奏を行うまたは記録するのに使用された要因に対して不変であり、
　前記コンピュータにより、前記入力メロディ指紋とマッチする参照メロディ指紋を参照
データベースに問い合わせることと、ここで、前記参照データベース内の各参照メロディ
指紋は、参照サウンド記録で具現化されるメロディを表しており、
　前記入力メロディ指紋とマッチする参照メロディ指紋が見つかったこと応じて、前記コ
ンピュータにより、該マッチする参照メロディ指紋に関連する所有権情報に基づき前記作
品についての所有権情報を決定することと、
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　前記コンピュータにより、前記作品にマッチする作品のオーナーの代わりに請求を生成
することと、ここで前記オーナーは前記所有権情報から決定されたものと
を備える方法。
【請求項２】
　前記作品の演奏を行うまたは記録するのに使用された前記要因は、該作品が演奏された
音階調、該作品を演奏するのに使用した楽器、若しくは、該オーディオクリップを作成す
るのに使用した器楽編成を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記マッチするメロディ指紋に関連付けられた所有権ポリシーを決定することと、
　前記所有権ポリシーに基づいて請求を生成することと
　を更に備える請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記入力メディアファイルを提供するメディアホストサービスに対して前記所有権ポリ
シーを提供すること、を更に備える請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記作品の所有権益を持つ少なくとも１つのエンティティが該作品へのアクセスを遮断
することを望むということを前記所有権ポリシーが示しているとき、前記入力メディアフ
ァイルへのアクセスを遮断すること、を更に備える請求項３又は４に記載の方法。
【請求項６】
　前記作品の所有権益を持つ全てのエンティティが該作品の収益化を望むということを前
記所有権ポリシーが示しているとき、前記入力メディアファイルを収益化すること、を更
に備える請求項３乃至５のいずれかに記載の方法。
【請求項７】
　前記入力メディアファイルを収益化することは、
　　前記メディアホストサービスのユーザから前記入力メディアファイルのリクエストを
受信することと、
　　前記入力メディアファイルと共に配置するための広告を選択することと、
　　前記リクエストしたユーザに対して前記選択された広告と共に前記入力メディアファ
イルを提供することと、
　　前記広告から生じた収益を前記作品のコンテンツオーナーと分配すること、
を備える請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記作品の所有権益を持つどのエンティティも該作品へのアクセスを遮断することを望
まず、かつ、前記作品の所有権益を持つ少なくとも１つのエンティティが該作品の収益化
を望まないということを前記所有権ポリシーが示しているとき、前記入力メディアファイ
ルの追跡を行うこと、を更に備える請求項３乃至７のいずれかに記載の方法。
【請求項９】
　前記入力メディアファイルはビデオクリップからなり、前記オーディオクリップは該ビ
デオクリップのオーディオトラックからなる、請求項１乃至８のいずれかに記載の方法。
【請求項１０】
　サウンド記録の所有権を決定するための、コンピュータによって実行される方法であっ
て、
　前記コンピュータにより、オーディオクリップでなる入力メディアファイルを受信する
ことと、
　前記コンピュータにより、前記オーディオクリップの入力オーディオ指紋を生成するこ
とと、ここで、前記オーディオ指紋は、前記オーディオクリップで具現化されている作品
の入力サウンド記録を表しており、
　前記コンピュータにより、前記入力オーディオ指紋とマッチする参照オーディオ指紋を
オーディオ指紋参照データベースに問い合わせることと、ここで、前記オーディオ指紋参
照データベース内の各参照オーディオ指紋は、作品を具現化している参照サウンド記録を
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表しており、
　前記入力オーディオ指紋とマッチする参照オーディオ指紋が前記参照データベースから
見つかったことに応じて、前記コンピュータにより、該マッチする参照オーディオ指紋に
関連する所有権情報に基づき前記入力サウンド記録についての所有権情報を決定すること
と、
　前記入力オーディオ指紋とマッチする参照オーディオ指紋が前記参照データベースから
見つからなかったことに応じて、
　　前記コンピュータにより、前記オーディオクリップの入力メロディ指紋を生成し、こ
こで、前記入力メロディ指紋は、前記入力オーディオ指紋とは異なり、該入力メロディ指
紋は、前記作品のメロディを表し、かつ、該メロディ指紋は、前記作品の演奏を行うまた
は記録するのに使用された要因に対して不変であり、
　　前記コンピュータにより、前記入力メロディ指紋とマッチする参照メロディ指紋をメ
ロディ指紋参照データベースに問い合わせることと、ここで、前記メロディ指紋参照デー
タベース内の各参照メロディ指紋は、参照サウンド記録で具現化されている作品のメロデ
ィを表しており、
　前記入力メロディ指紋とマッチする参照メロディ指紋が見つかったことに応じて、前記
コンピュータにより、該マッチする参照メロディ指紋に関連する前記所有権情報に基づき
前記作品についての所有権情報を決定することと、
を備える方法。
【請求項１１】
　前記入力オーディオ指紋とマッチする参照オーディオ指紋が見つかった場合、該マッチ
する参照オーディオ指紋に関連する前記所有権情報に基づき前記作品について所有権情報
を決定する請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記マッチする参照メロディ指紋は、前記作品の第１の記録された演奏から得られ、前
記マッチするオーディオ指紋は、該第１の記録された演奏とは異なる、前記作品の第２の
記録された演奏から得られる、請求項１０又は１１に記載の方法。
【請求項１３】
　オーディオ作品の所有権についての検索可能な参照データベースを生成するための、コ
ンピュータによって実行される方法であって、
　前記コンピュータにより、作品を具現化している参照サウンド記録をデジタル方式で表
すメディアファイルと該作品に対して所有権を持つ１以上のエンティティを示す作品所有
権情報とを受信することと、
　前記コンピュータにより、前記参照サウンド記録内で複数回にわたり該参照サウンド記
録内の複数の主要な楽音を抽出するために前記メディアファイルを処理することと、ここ
で前記抽出された楽音は音階中の音に対応付けられ、
　前記コンピュータにより、前記参照サウンド記録から抽出された複数の主要な楽音のう
ち連続する楽音間のピッチ音程を決定することと、
　前記コンピュータにより、一連の前記ピッチ音程から前記参照サウンド記録のメロディ
指紋を生成することと、ここで、前記メロディ指紋は、前記参照サウンド記録で具現化さ
れている前記作品のメロディを、該作品の演奏を行うまたは記録するのに使用された要因
に対して不変であるように、表しており、
　前記メロディ指紋及びそれに関連する作品の前記所有権情報を前記検索可能な参照デー
タベース内においてメモリに格納することと、
を備える方法。
【請求項１４】
　前記メロディ指紋は、前記作品が演奏された音階調、前記参照サウンド記録を作成する
のに使用した器楽編成、若しくは、前記参照サウンド記録を記録するのに使用した装置編
成、に対して不変である、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
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　前記参照サウンド記録を表すオーディオ指紋を生成することと、
　前記参照サウンド記録に対して所有権を持つ１以上のエンティティを示す参照サウンド
記録所有権情報を受信することと、
　前記オーディオ指紋及びそれに関連する作品の前記参照サウンド記録所有権情報を前記
検索可能な参照データベース内に格納することと、
を更に備える請求項１３又は１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記作品所有権情報は、前記参照サウンド記録で具現化された前記作品の題名及び作者
を特定する情報を含む、請求項１３乃至１５のいずれかに記載の方法。
【請求項１７】
　前記作品所有権情報は、前記参照メロディ指紋にマッチするメロディ指紋を持つユーザ
・アップロード・メディアに関する所有権行使手法を示す所有権ポリシーを更に含む、請
求項１３乃至１６のいずれかに記載の方法。
【請求項１８】
　作品に対する所有権を決定するためのシステムであって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと結合した非一時的なコンピュータ読取可能記憶媒体であって、
　　サウンド記録をデジタル方式で表すオーディオクリップでなる入力メディアファイル
を受信することと、
　　前記オーディオクリップ内で複数回にわたり該オーディオクリップ内の複数の主要な
楽音を抽出することと、ここで前記抽出された楽音は音階中の音に対応付けられ、
　　前記オーディオクリップから抽出された複数の主要な楽音のうち連続する楽音間のピ
ッチ音程を決定することと、
　　一連の前記ピッチ音程から前記オーディオクリップの入力メロディ指紋を生成するこ
とと、ここで、前記入力メロディ指紋は、前記オーディオクリップで具現化されている作
品のメロディを表し、かつ、該メロディ指紋は、前記作品の演奏を行うまたは記録するの
に使用された要因に対して不変であり、
　　前記入力メロディ指紋とマッチする参照メロディ指紋を参照データベースに問い合わ
せることと、ここで、前記参照データベース内の各参照メロディ指紋は、参照サウンド記
録で具現化されているメロディを表しており、
　　前記入力メロディ指紋とマッチする参照メロディ指紋が見つかったことに応じて、該
マッチする参照メロディ指紋に関連する所有権情報に基づき前記作品についての所有権情
報を決定すること、
　　前記作品にマッチする作品のオーナーの代わりに請求を生成することと、ここで前記
オーナーは前記所有権情報から決定されたものと
を前記プロセッサに実行させるための命令を格納する前記非一時的なコンピュータ読取可
能記憶媒体と、
を備えるシステム。
【請求項１９】
　前記作品の演奏を行うまたは記録するのに使用された前記要因は、該作品が演奏された
音階調、該作品を演奏するのに使用した楽器、若しくは、該オーディオクリップを作成す
るのに使用した器楽編成を含む、請求項１８に記載のシステム。
【請求項２０】
　前記非一時的なコンピュータ読取可能記憶媒体は、前記マッチするメロディ指紋に関連
付けられた所有権ポリシーを決定することと、
　前記所有権ポリシーに基づいて請求を生成することを前記プロセッサに実行させるため
の命令をさらに格納する、
請求項１８又は１９に記載のシステム。
【請求項２１】
　前記非一時的なコンピュータ読取可能記憶媒体は、前記入力メディアファイルを提供す
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るメディアホストサービスに対して前記所有権ポリシーを提供することを前記プロセッサ
に実行させるための命令をさらに格納する、
請求項２０に記載のシステム。
【請求項２２】
　前記非一時的なコンピュータ読取可能記憶媒体は、前記作品の所有権益を持つ少なくと
も１つのエンティティが該作品へのアクセスを遮断することを望むということを前記所有
権ポリシーが示しているとき、前記入力メディアファイルへのアクセスを遮断することを
前記プロセッサに実行させるための命令をさらに格納する、
請求項２０又は２１に記載のシステム。
【請求項２３】
　前記非一時的なコンピュータ読取可能記憶媒体は、前記作品の所有権益を持つ全てのエ
ンティティが該作品の収益化を望むということを前記所有権ポリシーが示しているとき、
前記入力メディアファイルを収益化することを前記プロセッサに実行させるための命令を
さらに格納する、
請求項２０乃至２２のいずれかに記載のシステム。
【請求項２４】
　前記入力メディアファイルを収益化することを前記プロセッサに実行させるための前記
命令は、
　　前記メディアホストサービスのユーザから前記入力メディアファイルのリクエストを
受信することと、
　　前記入力メディアファイルと共に配置するための広告を選択することと、
　　前記リクエストしたユーザに対して前記選択された広告と共に前記入力メディアファ
イルを提供することと、
　　前記広告から生じた収益を前記作品のコンテンツオーナーと分配すること、
を前記プロセッサに実行させるための前記非一時的なコンピュータ読取可能記憶媒体に格
納された命令を備える、請求項２３に記載のシステム。
【請求項２５】
　前記非一時的なコンピュータ読取可能記憶媒体は、前記作品の所有権益を持つどのエン
ティティも該作品へのアクセスを遮断することを望まず、かつ、前記作品の所有権益を持
つ少なくとも１つのエンティティが該作品の収益化を望まないということを前記所有権ポ
リシーが示しているとき、前記入力メディアファイルの追跡を行うことを、前記プロセッ
サに実行させるための命令をさらに格納する、
請求項２０乃至２４のいずれかに記載のシステム。
【請求項２６】
　前記入力メディアファイルはビデオクリップからなり、前記オーディオクリップは該ビ
デオクリップのオーディオトラックからなる、請求項１８乃至２５のいずれかに記載のシ
ステム。
【請求項２７】
　サウンド記録の所有権を決定するシステムであって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと結合した非一時的なコンピュータ読取可能記憶媒体であって、
　　オーディオクリップでなる入力メディアファイルを受信することと、
　　前記オーディオクリップの入力オーディオ指紋を生成することと、ここで、前記オー
ディオ指紋は、前記オーディオクリップで具現化されている作品の入力サウンド記録を表
しており、
　　前記入力オーディオ指紋とマッチする参照オーディオ指紋を参照オーディオ指紋デー
タベースに問い合わせることと、ここで、前記参照オーディオ指紋データベース内の各参
照オーディオ指紋は、作品を具現化している参照サウンド記録を表しており、
　　前記入力オーディオ指紋とマッチする参照オーディオ指紋が前記参照データベースか
ら見つかったことに応じて、該マッチする参照オーディオ指紋に関連する所有権情報に基
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づき前記入力サウンド記録についての所有権情報を決定することと、
　前記入力オーディオ指紋とマッチする参照オーディオ指紋が前記参照データベースから
見つからなかったことに応じて、
　　前記オーディオクリップの入力メロディ指紋を生成し、ここで、前記入力メロディ指
紋は、前記入力オーディオ指紋とは異なっており、かつ、該入力メロディ指紋は、前記作
品のメロディを表し、かつ、該メロディ指紋は、前記第１の作品の演奏を行うまたは記録
するのに使用された要因に対して不変であり、
　　前記入力メロディ指紋とマッチする参照メロディ指紋を参照メロディ指紋データベー
スに問い合わせることと、ここで、前記参照メロディ指紋データベース内の各参照メロデ
ィ指紋は、参照サウンド記録で具現化されている作品のメロディを表しており、
　前記入力メロディ指紋とマッチする参照メロディ指紋が見つかったことに応じて、該マ
ッチする参照メロディ指紋に関連する前記所有権情報に基づき前記作品についての所有権
情報を決定することと、
を前記プロセッサに実行させるための命令を格納する前記非一時的なコンピュータ読取可
能記憶媒体と、
を備えるシステム。
【請求項２８】
　前記入力オーディオ指紋とマッチする参照オーディオ指紋が見つかった場合、該マッチ
する参照オーディオ指紋に関連する前記所有権情報に基づき前記作品についての所有権情
報を決定する請求項２７に記載のシステム。
【請求項２９】
　前記マッチする参照メロディ指紋は、前記作品の第１の記録された演奏から得られ、前
記マッチするオーディオ指紋は、該第１の記録された演奏とは異なる、前記作品の第２の
記録された演奏から得られる、請求項２７又は２８に記載のシステム。
【請求項３０】
　オーディオ作品の所有権についての検索可能な参照データベースを生成するためのシス
テムであって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと結合した非一時的なコンピュータ読取可能記憶媒体であって、
　　作品を具現化している参照サウンド記録をデジタル方式で表すメディアファイルと該
作品に対して所有権を持つ１以上のエンティティを示す作品所有権情報とを受信すること
と、
　　前記参照サウンド記録内で複数回にわたり該参照サウンド記録内の複数の主要な楽音
を抽出するために前記メディアファイルを処理することと、ここで前記抽出された楽音は
音階中の音に対応付けられ、
　　前記参照サウンド記録から抽出された複数の主要な楽音のうち連続する楽音間のピッ
チ音程を決定することと、
　　一連の前記ピッチ音程から前記参照サウンド記録のメロディ指紋を生成することと、
ここで、前記メロディ指紋は、前記参照サウンド記録で具現化されている前記作品のメロ
ディを、該作品の演奏を行うまたは記録するのに使用された要因に対して不変であるよう
に、表しており、
　　前記メロディ指紋及びそれに関連する作品の前記所有権情報を前記検索可能な参照デ
ータベース内に格納することと、
を前記プロセッサに実行させるための命令を格納する前記非一時的なコンピュータ読取可
能記憶媒体と、
を備えるシステム。
【請求項３１】
　前記メロディ指紋は、前記作品が演奏された音階調、前記参照サウンド記録を作成する
のに使用した器楽編成、若しくは、前記参照サウンド記録を記録するのに使用した装置編
成、に対して不変である、請求項３０に記載のシステム。
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【請求項３２】
　前記非一時的なコンピュータ読取可能記憶媒体は、
　前記参照サウンド記録を表すオーディオ指紋を生成することと、
　前記参照サウンド記録に対して所有権を持つ１以上のエンティティを示す参照サウンド
記録所有権情報を受信することと、
　前記オーディオ指紋及びそれに関連する作品の前記参照サウンド記録所有権情報を前記
検索可能な参照データベース内に格納することを、
前記プロセッサに実行させるための命令をさらに格納する、請求項３０又は３１に記載の
システム。
【請求項３３】
　前記作品所有権情報は、前記参照サウンド記録で具現化された前記作品の題名及び作者
を特定する情報を含む、請求項３０乃至３２のいずれかに記載のシステム。
【請求項３４】
　前記作品所有権情報は、前記参照メロディ指紋にマッチするメロディ指紋を持つユーザ
・アップロード・メディアに関する所有権行使手法を示す所有権ポリシーを更に含む、請
求項３０乃至３３のいずれかに記載のシステム。
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